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こ れ は 受け 手 の 構え に 帰囚 す る と 思 わ れ る ．

　　　　　精 薄脳波 の 分析的 研究 （第 2 報）

　一 正 常者脳波 の 光及 び 1曽刺激 に よ る駆 動の 研究
一一

　　　　　　　 束京学芸大学　斎藤義夫
・
○内Lri武治

　　　　　　　 東京教 育 大学 　松 野　豊

　我 々 は 先 に 精薄悩波 の 概牲見を 榎待 した が ， こ れを追求

す る た め に は そ の 畑 讃 と して 乃 了E 喧i緒 ll畄波 の 諸特徴を重

凋和 解析に よ り駆 動 脳 波 に お い て把 撮 せ ん と した。また

実験装置の 関係一ヒ，周．じ1的 ：
「
1刺激を llと して 用 い る方針

な の で ， 允ず光 と音 と の 脳波駆動 の 様相を 周波数特「
’｝i’ith

線 に よ つ て 比 較検詞 し た 。その 結果 （1｝周期 的↑辣 l！激 は

y自刺激 よ り若 干 弱 い が，概 ね 同 様 な 悩 波駆 動力が あ りそ

の 刺激と して 有効 な こ と， 〔2）10c／， 付近 に 顕著な 峯型

を 形成す る こ と，［3〕各運諳；脳波の 被駆 F
；

引空は 困 後頭，

次 に 回 離頭及び 頭頂，囚 側頭 の 順 に な る こ と，ω 暗

室内開眼時 の 被駆 動
．
ヒニは 音莉滋 は 大差な く，光刺激は 顕

著 に 減少 す る こ と，刺激 開 始 直後 よ りそ の 被駆 動性の 時

間的経過を見 る と 音刺激 は 涌1汝 的な一L昇，光刺激 は そ れ

よ り長い 潜時を 以 て 1．1昇 し，何れ も尚 1り1約に 消 長 して い

る こ と 等 の 成績が 見 られ た ．

　　　　　精薄脳 波 の 分析的研 究 （第 3 蝦）

　　
一 正 常 済況）各種意識状噸 オゴ よび 化学 物「質

　　　　　　　 投与時 ジ）脳波駆勤
が

珀形 ピ
ー一一

　　　　　　 寅 京 学 芸 大 学 　 ∴ 蒼藤義 夫 ・内 「．LJ武 治
・

　　　　　　 東京教 育 大学　　 松 野　豊

　粘薄脳波を 概槻す る 内に ，正 常者の 特殊 な 状態 V ）脳波

像 と粘薄の そ れ とが 近 似す る こ とを 兄 ［「1した．
つ で，正 常

辞の 特殊 な 場合 の 脳 波 を重調和曜析に よ つ て 追求 した 。

そ の 粘果 （］）各種意識状熊即 ち （t）覚謾時 レ
「
）安静閉眼時

の ス ペ ク トル 密度 ぱ 10bf， に 虫 ，転を 打つ 峯型 と な り， 図

精 陣活 動 時 に は α 波 の 頭 著た 掴る
「ll とな り （β汲 の 増 強 は

な い ）、囚 入 眠 → 深 捶 眠 に な る に 従 い 顕 著 な 徐 汲 の 嗜強

asymmctry ，　 dlsrhythmia及 び 浅 ；唾隅時 の 遠波 ，1）1
「IL境が

あ る こ と，　〔2）深詞t眠
L

寺∂ 駆 1防
・
悩｝反は δ1叛に 第 1 峯 ， 0

波 に 第 2 宰を 持つ 徐波優位の 多 ／al　1’〜1：と な る こ と，1：3〕fヒ学
物質投与 に お い て は 附 力 7 エ r ン は 顕 落に 被駆 動 性 を

増す こ と，回 GABA は健票成 入 に は 影 響 の な い こ と，
瞬 酒精は 一

般 に 被駆 動「
ゾ仁を 低下 せ しめ る が，特 に 音剥

激 に お い て 著 しい こ と な ど が わ か つ た

　　青 声 言 語 刺 激 に た い す る定 位 性 血 管 運 動 反 射 と

　　　　　　　　 血 管 運 動 条件 反 射

　　　　
一 正 常肥 と 精薄児の 比 較研究

一

　 東京教育 大 学　○松野 著 ・
只 慕 学芸大学　攘原喜悦

　 ［IL管 反射 に あ らわ れ る 定位反射 を 指隙 と し て，精跡児

の 定位反射活嚇の 特質 を 明 ら か に L，i司時 に 定 依反 創

活動 の 活灌さ と 条件反射 活 1己の 活湲 さ と a ）関係 を 調 査す

る っ記 録 に は 光 電脈波 朞トを 用 い ，敷轟 2 尹指 の 脈波を1司
時に 記録．ま た は 指先 の PL と 手裳 ∂ GSR の 同晦 記録

を行な つ た 、強化剌激は皮膚電 気刺減 で あつ た ， 研 究 の

結皋っ ぎの こ と が 明 ら か に され た ．1）1
「
〒βす言語刺激 に た

い す る精 薄児 の 」tL管反 射 は 不 活濃で あ り，容易 に 消 去 す

る 。
2）精薄児 の ば あ い，血管運動条

II
「
’
反射 剃 i彡成 に は一

般 に 多 くの 強化を必妻 と す る，こ の 条件結 脊 が形成 され

て も，そ れ を IEし く言 語 化 す るた め に は さ ら に 多 くの 強

化 を 必 要 とする．3）こ れ に た い し正 常 児 で は結 合 の 形成

に 2 〜 4 隅 の 強化を必 要 と す るだ けで あ り， 結合 の 拶成

と と もに た だ ち に 実験事態 を 言 語 化す る。5）言 語 化 され 、
た 条件結 含 は 安定 し て お り強 固 で あ るが，．さ らに 強化 を

反復 して い く と ， 条件刺激 に た い す る 血管反 射は 消失す

る。

　 　 　 　 　高 知 能 者 の 選 別 の 可 能 性 に つ い て

　　　　　　　　 京 都 大 学 　苧阪 良二 。O 奥野茂 夫

　今［01紀の 初頭， Bine〔，　A ．が 効果的な1：
口能検 査尺度O

構成に 成功して 以来，知能検査は その 実用 的有用
．
「
’if）た

め著し く発展 し ， 被験者 り ｛洋令や特殊憧 （盲人 ・ろ う人

等） に 応 じて検杢が作成 さ れ て い る ttしか し，従来 の 知

艦検査は い ずれ も単
一検 査 で もつ て ，秀 重に 近 い もの か

ら鄲 rll薄弱児 に 近 い もの ま で 測 定 し よ う とす る た め ，ど

うし て も尺 度の 両端附近 で 測定精嘆が 著 し く低下す る と

い 5欠点が あ る 。こ の 欠点 を 補 うた め ，わ れ わ れ は 始 め

全員に NX （普 通 若用 ） 知能 検 杏 を 実施 し，そ の 標 準得

点分布の 両 端附 近 の 者 は ！arTJに こ れ を集め，　 F　X （劣等者

用 ）知 能 検査 ま た は SX （優秀署用）知能検査を試 み る

と い う
一
二重 彪式 を 計薩 し た 。 今

．i［は ま ず SX 検査作成 の

理 ，：1譎勺可 能惨及び 蚊 本的立場 及び計画 を発表 し，諸賢 兄

プ）御批
’i：Liを 仰い だ 次第 で あ るっ

　　　　　　 高 知 能 者 群 の 特徴 の 分 析

　　　　　　　 京 都 大 学 　倉石 精
一・○疏 田 圭 次郎

　今 Ilrlは 分析の 始 め と し て ，「汚知能者用 の 知能検査制作

t
．
曠 礎資劉 と して ど うい う検査問 題 で 南知能者達 は 点 を

か せ ぎま た どん な特徴 が あ らわ れ る か ，と い うこ と を知

る 必 要 か ら，− i，　E，　Jl；：大 NXI5 −
（
．
リ
ー
ブ テ ス ト12） に 限 っ

て，通 過 率，無 「芯答数，誤蓉の ［之吐；内容 と   ・つ た 項 R 分

析 を 試み た 。資料 は 約 400 名 の 大学生 よ り SS70以 一L72
名 ，

SS61 以 上 100 久 ， 標 準 化 り 際 に 使 用 した 高校 生 全

→ 1 ソ プ ル よ り 玲 0 名を抽出 した ．こ の 分析 の 範囲か ら い

え る こ と1・よ，一
般 の 者 と高 い

tj
「能 の 者 の 差 が 人ぎ 1．・の は

郁決 に SPocd を 頁 す る 様 な Verbal　Test が ，⊥ 知能群i

の ri：rで の 能力の 識乃IIに は 試行数 の 差 よ りも誤 答羊が通 過

率 に 響 く結果 を 生 じて い る 空間約能力 をみ る テ ス ト，
Reasoning 的要素 を多く含ん だ N ，　 V 系統 の ラ ス トが 有

効 とみ られ る。ま た ，こ の 様な 多「伎J薹択 テ ス トで は 誤咎

の 特定選 択技へ の 集中率 をよ知能程 1艶 ）⊥昇に 伴つ て 上曽加

した ，

　 こ れ ら の よ り厳密な 検証 と，知 能 の プ ロ フ ィ ル 。パ タ

・一ン の 分析 と が次 の 課題 と し て 戎る。

　 知 的 優秀 児 の 特性 ［こ 関 す る基 礎 研 究 （第 5 恨窪「う

　 一 規 。教 師 の 蝦 告 に よ る 性格特徴に つ い て
一…

　　　　　　　　　　 東京 家 政 大 学 　森 　　重 　敏

　目的 ： 従 来試 み て い る基 礎 研 究 の 一
環 と し て 乃 続報

V 。今回 は 優秀児 （G ）の 　好ま し い 」 性 恪特徴 を 普通 児

（N ）との 比 較 に お い て 検討す る ．

　 方 法 ：東京都 内 の 一
小学校 （港区立 三 光小） 1〜 6 年

全見へ の 集団知能検査 （田 中 B 式） で SS　 65以 一ヒ45人

（男30女／5）を選 ん で WISC を試 み ， 1Q130 以 Eの

一 266 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


